
 

 

 

　

堀
江
海
岸
で
溺
れ
て
い
た
兄
弟

を
救
助
し
た
と
し
て
、
会
社
員
の

西
山
慎
さ
ん
（
堀
江
町
）
に
６
月

12
日
、
感
謝
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

西
山
さ
ん
は
、
家
族
で
海
岸
に

来
て
い
た
際
に
深
み
で
溺
れ
て
い

る
男
児
２
人
を
発
見
し
救
助
し
ま

し
た
。
救
出
後
は
、
バ
ス
タ
オ
ル

で
保
温
す
る
な
ど
、
迅
速
で
適
切

な
行
動
で
人
命
を
救
い
ま
し
た
。

県
と
市
町
の

連
携
施
策
の
創
出

　

県
と
市
町
の
連
携
に
よ
る
経
費

削
減
策
と
し
て
、
平
成
25
年
度
か

ら
準
備
を
進
め
て
い
た
「
建
設
工

事
等
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
」
の

共
同
利
用
を
平
成
26
年
7
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

す
べ
き
連
携
策
を
県
・
市
町
連
携

推
進
本
部
を
中
心
に
検
討
し
、「
常

駐
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
整
備
な
ど
、
本
市
か
ら
の

提
案
２
項
目
を
含
む
17
項
目
が

「
愛
媛
県
・
市
町
連
携
推
進
プ
ラ

ン
」
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

民
間
委
託
の
推
進

　
「
よ
り
よ
い
学
校
給
食
推
進
実

施
計
画
」
に
基
づ
き
、
学
校
給
食

共
同
調
理
場
で
の
調
理
な
ど
業
務

の
民
間
委
託
を
順
次
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
は
久
米
学

校
給
食
共
同
調
理
場
で
の
民
間
委

託
を
開
始
し
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
拡
充
な
ど
「
よ
り
よ
い
学

校
給
食
」
の
推
進
体
制
を
充
実
さ

せ
ま
し
た
。

市
有
施
設
の
有
効
活
用

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
や
維
持
管

理
費
の
増
加
に
対
応
し
、
経
営
的

な
視
点
か
ら
全
庁
的
に
企
画
・
管

理
・
運
営
す
る
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
推
進
す
る
た
め
、

専
門
的
な
意
見
や
市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
審
議
会
を
設
置
し
、「
公

共
施
設
再
編
成
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
活
動
の
支
援

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、

自
主
防
災
組
織
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の

要
と
な
る
防
災
士
を
養
成
す
る
た

め
、
愛
媛
大
学
と
連
携
し
「
防
災

士
養
成
講
座
」を
開
催
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
資
格
取
得
を
促
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
26
年
度
末
時

点
で
の
防
災
士
数
は
２
３
７
０
人

で
前
年
度
末
か
ら
３
６
１
人
増
加

し
、
全
国
市
区
町
村
別
で
の
日
本

一
を
堅
持
し
ま
し
た
。

　

ま
た
自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災

士
配
置
率
は
92
・
４
㌫
で
前
年
度

末
か
ら
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
促
進

　

地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、
説
明

会
や
勉
強
会
の
開
催
、
補
助
金
の

見
直
し
な
ど
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
、
新
た
に
垣
生
・
生
石
・
久
米

の
３
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
玉

地
区
で
は
準
備
会
が
立
ち
上
が

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
は

17
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

　

市
民
と
市
長
の
直
接
対
話
を
通

じ
、
そ
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
年

度
に
引
き
続
き
18
地
区
で
開
催

し
、
市
内
全
41
地
区
を
二
巡
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
魅
力
や
課
題
な
ど
に
関

す
る
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
可

能
な
も
の
か
ら
順
次
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
2
月
か
ら
は
、
地
区

別
に
加
え
、
世
代
別
・
職
業
別
も

ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
回
は
松
山
大

学
と
松
山
短
期
大
学
の
学
生
ら
42

名
が
参
加
し
、「
学
生
の
視
点
で
松

山
市
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
☎
948
６
２
５
０
・

934
９
２
０
５
へ

２
０
１
５
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
子
数

学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
Ｅ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
）

ベ
ラ
ル
ー
シ
大
会金

メ
ダ
ル
受
賞

か
が
や
き

  

松
山
大
賞

お
め
で
と
う
！

荻
田　

真
矢
さ
ん（愛

光
高
２
年
）

６
月
16
日
受
賞

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た
「
松
山
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１
２  

第

一
次
実
施
計
画
」
の
平
成
26
年
度
の
取
り
組
み
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

松
山
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１
２

〜
第
一
次
実
施
計
画
の
成
果
〜

後期高齢者医療75歳からの医療保険
一定の障がいで認定された人は65歳から

新しい
保険証

保険料の
納入通知書と ７月中旬に

　　送ります
　

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
、
新
し

い
保
険
証
を
送
り
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
㈯
か
ら
は
、
薄
い
桃
色
の

保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
保
険
料
納
入
通
知
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

　

納
付
書
で
支
払
う
場
合
の
第
１

期
納
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。

お
早
め
に
支
所
、
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
」の
被
保

険
者
証（
以
下
、
保
険
証
）と
、

保
険
料
の
切
り
替
え
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
に
、
新

し
い
保
険
証
と
保
険
料
の
納
入

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
大
切

な
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
７
月

末
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

保険料は、被保険者全員が均等に負担する「均等割額」と
前年の所得に応じて決まる「所得割額」の合計額です。

※所得金額＝前年の所得の合計額－基礎控除額（33万円）
※均等割額と所得割率は県内一律

【均等割額】世帯の所得状況によって
下記のとおり軽減されます。

世帯（被保険者と世帯主）
の総所得金額など

軽減
割合

基礎控除額
（33万円）
以下

被保険者全員が
年金収入80万円
以下（その他の
所得がない）

９割

上記以外 8.5割

【基礎控除額（33万円）＋26万円×
世帯の被保険者数】以下 ５割

【基礎控除額（33万円）＋47万円×
世帯の被保険者数】以下 ２割

※65歳以上の公的年金などの所得は、
最大15万円を差し引いて判定します
※世帯主が後期高齢者医療の被保険者
でない場合も、判定の対象となります
※判定には、譲渡所得の特別控除や専
従者控除は適用されません

【所得割額】
　所得金額が58万円以下の人は、「所
得割額」が５割軽減されます。

【被用者保険の被扶養者だった人】
　後期高齢者医療制度に加入する前日
まで社会保険の被扶養者だった人は、
所得割額が課されず均等割額が９割軽
減されます。ただし、国民健康保険（国
民健康保険組合を含む）加入者だった
人には適用されません。

　保険料は、年金から天引きされる「特別徴収」と納付
書や口座振替などで納める「普通徴収」のいずれかで、
被保険者一人一人が納めます。

天引き対象となる
年金額が

年額18万円未満

介護保険料との
合計額が、

天引き対象となる
年金額の

２分の１を超える

はい

いいえ

いいえ

はい

申請により、口座
振替に変更できます。

均等割額

45,231円

普 通 徴 収

一人あたりの保険料

最高限度額57万円

保険料の計算方法

保険料の軽減 保険料の納め方

所得割額

所得金額 × 所得割率9.05％
＋ ＝

お問い合わせは、高齢福祉課 ☎948－6370・6371・6941・  934－1763へ

　納付書（支払場所は支所、
金融機関、コンビニ）または
口座振替で納めます。

特 別 徴 収
　年６回の年金支給時に、保険料があらかじめ天引
きされます。

仮　徴　収 本　徴　収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
　前年の所得が確定するま
では仮計算された保険料
（原則２月と同額）を天引き
します。

　前年の所得が確定後、年
間保険料額から仮徴収分を
引いた額を３回に分けて天
引きします。

平成27年度の納期限
第１期 ７/31 ㈮
第２期 ８/31 ㈪
第３期 ９/30 ㈬
第４期 11/２ ㈪
第５期 11/30 ㈪
第６期 12/25 ㈮
第７期 平成28年２/１ ㈪
第８期 ２/29 ㈪
第９期 ３/31 ㈭

納
付
書
で
の
支
払
期
限

第
１
期
は
７
月
31
日
㈮

８
月
か
ら

の
保
険
証
薄
い
桃
色
に

人
命
救
助
を
表
彰
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